
 国語Ⅱ の基礎・基本 

 

１．細目数 

 分 類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

現代文 ７ ３ ０ １０ 

古文 １４ ３ ０ １７ 
２年生 

（２単位） 
漢文 ４ ３ ０ ７ 

細 目 数 計 ２５ ９ ０ ３４ 

 

２．分類とそれらの内容 

１／２ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

語彙 文中に用いられている漢字・語句を正しく読み書きし、

またその意味が理解できる。 

Ａ 

読解 段落ごとに筆者の論旨の展開を追うことで、筆者の意見

を理解できる。 

Ａ 

評論 

論理の展開 評論文の論理の組み立て及び展開が理解できる。 Ｂ 

文学史 作者についての正しい知識を前提に、作品の成立した背

景を十分に理解し、文学史上の位置づけを知ることがで

きる。 

Ａ 

語彙 文中に用いられている漢字・語句を正しく読み書きし、

その意味が理解できる。 

Ａ 

読解 小説特有の表現を踏まえ、人物・情景・心情などに注意

しながら、作者の表現したい意図（主題）を理解するこ

とができる。 

Ａ 

小説 

鑑賞 文学作品としての構成や表現の特色をとらえ、行間から

にじみ出てくる作品の世界を味わい、その文学的世界観

を鑑賞することができる。 

Ｂ 

文学史 作者についての正しい知識を前提に、作品の成立した背

景を十分に理解し、文学史上の位置づけを知ることがで

きる。 

Ａ 

表現 詩歌の形式及び、詩特有の表現・修辞を正しく理解し、

作者の意図（主題）を理解することができる。 

Ａ 

現代文 

詩歌 

鑑賞 詩人の発想やそこに込められた思いを踏まえ、詩の世界

を味わい、その表現性を十分に楽しむことができる。 

Ｂ 

文法 活用語の活用形の識別ができる。 

解釈に必要な助動詞の意味が理解できる。 

Ａ 

語彙・語法 古語の意味及び、古文特有の表現を理解できる。 Ａ 

文学史 日本文学の三大随筆を理解し、授業で取り扱う作品及び

作者の文学史上の価値・位置づけが理解できる。 

Ａ 

内容理解 それぞれの話の内容を正確に理解し、随筆の中に描かれ

ている人物の描写を正確に理解することができる。 

Ａ 

古典常識 作品をとおして、当時の人々の生活・文化・風習を理解

することができる。 

Ａ 

古文 随筆 

観賞 筆者の主張や教訓を理解し、日本古典の随筆文学の面白

さを味わうことができる。 

Ｂ 



２／２ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

文学史 古典における日記文学の重要性をふまえ、作品の価値を

文学史上に位置付けできる。 

Ａ 

語彙・語法 基本的文法事項及び修辞法を理解することができる。 Ａ 

内容理解 内容を正確に理解し、日記に描かれている作者の心情を

正確に理解することができる。 

Ａ 

古典常識 作品をとおして、当時の人々の生活・文化・風習を理解

することができる。 

Ａ 

日記文学 

観賞 作者をとりまく環境を時代背景から推測し、その上に立

って文章をより深く味わうことができる。 

Ｂ 

文学史 物語の種類をふまえ、作者及び作品の文学史上の価値・

位置づけを理解できる。 

Ａ 

語彙・語法 古語の意味及び、古文特有の表現及び、修辞法を理解す

ることができる。 

Ａ 

文法 助動詞の活用及び意味に注意して、文章を解釈できる。 Ａ 

解釈 文法及び古文特有の表現に注意し、場面や物語の展開を

理解し、口語訳できる。 

Ａ 

古典常識 作品をとおして、当時の人々の生活・文化・風習を理解

することができる。 

Ａ 

古文 

物語 

観賞 物語の世界観を理解し、物語文学の面白さを味わうこと

ができる。 

Ｂ 

書き下し文 訓点の約束を理解した上で、漢文を訓読できる。またそ

れを書き下し文にすることができる。 

Ａ 

送り仮名 書き下し文を参考にして、白文に送り仮名を付けること

ができる。 

Ａ 

返り点 漢文法と日本語文法の相違点に注意して、白文に返り点

を打つことができる。 

Ａ 

読解 漢文を読み、内容を理解することができる。 Ａ 

故事成語 

 

語法 漢文特有の語法を理解することができる。 Ｂ 

文学史 文章の作者及び、その作品を、その時代に即して理解し、

文学史上に位置付けることができる。 

Ｂ 

漢文 

史伝 

鑑賞 暗唱できるくらい何度も音読をし、その作品の世界を味

わうことができる。 

Ｂ 

 



倫理の基礎・基本 

 

１．細項目数 

 分類 A B C 細目数計 

哲学と文化と宗教 ３ ２ ４ 9 

２年生（２単位） 

よく生きるために ５ ５ ２ 12 

細目数計 ８ ７ ６ 21 

 

２．分類とそれらの内容 

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分 

青年期の意義 イニシエーション、マージ

ナル・マン、モラトリアム

人間などを理解する。 

B 

青年期の課題と自

己形成 

青年期の課題と生

き方 

マズローの欲求階層構造、

フロイトの精神分析、ユン

グの集合的無意識、パーソ

ナリティ、防衛機制などの

意義を理解する。 

B 

哲学と人間 古代イオニア哲学、ソフィ

スト、ソクラテス、プラト

ン、アリストテレス、儒家

思想、老荘思想などを理解

する。 

A 

宗教と人間 ユダヤ教、キリスト教、イ

スラム教、バラモン教、ジ

ャイナ教、ヒンドゥー教、

仏教（大乗・小乗）などを

理解する。 

A 

人間としての自覚 

芸術と人間 ロダンの彫刻、ミレーの絵

画、ベートーヴェンの音楽

などの意義を理解する。 

C 

哲学と文化と宗

教 

国際社会に生きる

日本人の自覚 
日本人の精神風土 八百万の神、神道、祓い、

禊、日本人の倫理観を理解

する。 

C 



外来思想と日本の

伝統思想 

仏教の伝来、聖徳太子、奈

良仏教、平安仏教、鎌倉仏

教、日本における儒教、国

学のおこり、などを理解す

る。 

A 

西洋思想と日本人

の近代化 

啓蒙思想、福沢諭吉、天賦

人権論、中江兆民、自由民

権思想、社会主義、近代デ

モクラシー、純粋経験哲学、

民族学などを理解する。 

C 

  

国際社会に生きる

日本人の自覚 

日本国憲法、小林秀雄、丸

山真男などの思想を理解す

る。 

C 

わたしたちの「い

ま」 

E.フロム、自由からの逃走、

M.ウェーバー、官僚性、合

理主義を理解する。 

B 

人間の尊厳 ルネサンス、ヒューマニズ

ム、宗教改革、ルター、カ

ルヴァン、コペルニクス、

ガリレイ、ケプラー、ベー

コン、デカルト、社会契約

説、ホッブズ、ロック、ル

ソー、道徳法則、カントな

どの諸思想を理解する。 

A 

民主社会の倫理 功利主義、ベンサム、ミル、

ヘーゲル、マルクス、唯物

史観、プラグマティズムを

理解する、 

A 

新たな人間象の模

索 

キルケゴール、二―チェ、

実存主義、ヤスパース、ハ

イデッガー、サルトル、フ

ランクフルト学派、構造主

義などを理解する。 

B 

よく生きるため

に 

現代を生きる人間

の倫理 

自然や科学技術と

人間のかかわり 

ニュートン、パラダイム、

実証主義、進化論などを理

解する。 

C 



 民主主義の成熟の

ために 

差別と偏見のない社会、マ

ザー・テレサ、フェミニズ

ム、ジェンダー、ロールズ、

福祉政策と正義などについ

て理解を深める。 

B 

生命倫理 ヒトゲノム解析、クローン

技術、尊厳死、QOL、イン

フォームド・コンセント、

などを理解する。 

A 

環境と環境倫理 アメニティ、環境問題、カ

ーソン『沈黙の春』、ハーデ

ィン「共有地の悲劇」、自然

の生存権、などについて理

解を深める。 

B 

変容する家族 核家族化、少子高齢化、性

別役割分担の見直し、など

について理解を深める。 

B 

情報社会の中の人

間 

マスメディア、パーソナル

メディア、ステレオタイプ、

メディア・リテラシーなど

の意義を理解する。 

A 

グローバル化する

社会の中の人間 

グローバル化、、NGO、サイ

ード、オリエンタリズム、

エスノセントリズムなどを

理解する。 

A 

 

現代の課題を考え

る 

豊かな社会とは何

か 

脱工業社会、リースマン、

内部指向型と他人指向型、

ボードリヤール、「欲求」と

「欲望」、豊さの在り方を深

く理解する。 

C 

 



                   歴 史  の基礎・基本 

 

１．基礎・基本の項目数 

                                                                              

    分野    Ａ   Ｂ   Ｃ   項目数計  

  ２学年  

  (１単位) 
日本史 １６ ６ ２ ２４ 

 

        項目数計 １６ ６ ２ ２４  

 

２．項目とそれらの内容 

                                                                    １／１ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

原始社会 更新世の日本列島・縄文文化について理解することができる。 A 

弥生文化・稲作の普及と小国家形成について理解する

ことができる。 
A 

農耕社会の形成 

古墳の出現・大和王権と渡来人の活躍について理解す

ることができる。 
B 

聖徳太子の政治・大化の改新の概要を理解することが

できる。 
A 

律令政治・平城京・平安遷都を理解することができる。 A 

律令国家の形成 

飛鳥文化・白鳳文化・天平文化・平安初期の文化を理

解することができる。 
B 

藤原氏の発展と摂関政治を理解することができる。 A 

東アジアの情勢と国風文化を理解することができる。 B 

古代国家の

形成 

貴族社会の形成 

荘園と武士団の成長・院政・平氏の政権を理解するこ

とができる。 
A 

源平の争乱・鎌倉幕府の成立・執権政治を理解するこ

とができる。 
A 

武家社会の成立 

元寇と御家人社会の変質・鎌倉文化を理解することができる。 B 

建武の新政・室町幕府の成立、日明貿易を理解するこ

とができる。 
A 

武家社会の

成立 

下克上の社会 

応仁の乱と下克上・戦国大名の出現を理解することが

できる。 
A 

鉄砲伝来とキリスト教伝来について理解することが

できる。 
A 

国内統一への道 

織田信長・豊臣秀吉の政治を理解することができる。 A 

江戸幕府の成立・武家諸法度による政治を理解するこ

とができる。 
A 

士農工商・当時の農民の負担と生活を理解することが

できる。 
B 

幕藩体制の成立 

鎖国と鎖国下における外交を理解することができる。 A 

文治政治への転換・新井白石の業績を理解することが

できる。 
A 

近世社会の発達 

元禄文化と庶民の生活を理解することができる。 B 

徳川吉宗・田沼意次・松平定信らによる改革を理解す

ることができる。 
A 

近世社会の

成立 

近世社会の動揺 

天保の改革・化政文化と江戸庶民の文化を理解するこ

とができる。 
A 

激動する国際情勢と日本の同校を理解することがで

きる。 
C 

日本史 

現代の世界

と日本 

新しい国際秩序

と日本 

地球規模の課題への対応・日本の課題への取り組みを

理解することができる。 
C 

 



 線形代数Ⅰ の基礎・基本 

 

1．細目数 

 分類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

２学年 

（１単位） 
ベクトル 31 14 5 50 

細目数計 31 14 5 50 

 

2．分類とそれらの内容 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

スカラー，ベクトルの意味が理解でき

る 
Ｂ 

有向線分の意味が理解できる Ａ 

ベクトルの大きさが求められる Ａ 

単位ベクトルの意味が理解できる Ａ 

ベクトル 

a


 の意味が理解できる Ａ 

ベクトルの和の意味が理解できる Ａ 

零ベクトルの意味が理解できる Ａ 

ベクトルの差の意味が理解できる Ｂ 

ベクトルと実数の積の定義が理解でき

る 
Ａ 

ベクトルの演算 

交換・結合・分配法則の意味が理解で

きる 
Ａ 

基本ベクトルの意味が理解できる Ｂ 

成分表示の意味が理解できる Ａ 

成分による計算ができる Ａ 

ベクトルの成分 

線形結合（１次結合）の意味が理解で

きる 
Ｃ 

正射影の意味が理解できる Ｂ 

内積の定義が理解できる Ａ 

成分による内積の計算ができる Ａ 

ベクトルのなす角が求められる Ｂ 

ベクトルの内積 

内積の性質が理解できる Ａ 

平行条件が理解できる Ａ ベクトルの平行と垂

直 垂直条件が理解できる Ａ 

位置ベクトルの意味が理解できる Ａ 

内分点のベクトル表示が理解できる Ａ 

直線のベクトル方程式や方向ベクトル

の意味が理解できる 
Ａ 

直線の媒介変数表示による方程式が理

解できる 
Ａ 

法線ベクトルの意味が理解できる Ｂ 

点と直線の距離の公式が理解でき，そ

れを用いて点と直線の距離を求めるこ

とができる 

Ｂ 

ベクトル 平面のベクトル 

ベクトルの 

図形への応用 

円のベクトル方程式が理解できる Ｃ 

 



２／２ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

直交座標系が理解できる Ｂ 空間座標 

２点間の距離の公式が理解でき，その

公式を用いて，２点間の距離を求める

ことができる 

Ａ 

基本ベクトルが理解できる Ｂ 

成分表示が理解できる Ａ 

成分による計算ができる Ａ 

位置ベクトルの意味が理解できる Ａ 

ベクトルの成分 

内分点の座標の公式が理解でき，その

公式を用いて，内分点を求めることが

できる 

Ａ 

内積の性質が理解できる Ａ 

成分による計算できる Ａ 

ベクトルのなす角を求めることができ

る 
Ｂ 

内積 

方向余弦の意味が理解でき，方向余弦

を求めることができる 
Ｃ 

直線のベクトル方程式や方向ベクトル

の意味が理解できる 
Ａ 

媒介変数表示による直線の方程式の意

味が理解できる 
Ａ 

直線の方程式 

２直線のなす角を求めることができる Ｂ 

平面ベクトル方程式や法線ベクトルの

意味が理解できる 
Ａ 

平面の方程式を求めることができる Ａ 

２平面のなす角を求めることができる Ｂ 

平面の方程式 

点と平面の距離の公式が理解でき，そ

の公式を用いて，点と平面との距離を

求めることができる 

Ｂ 

球のベクトル方程式の意味が理解でき

る 
Ｂ 

球の方程式を求めることができる Ａ 

球の方程式 

球に接する接平面の方程式を求めるこ

とができる 
Ｃ 

 空間のベクトル 

ベクトルの 

線形独立・線形従属 

線形独立（１次独立）や線形従属（１

次従属）の意味が理解できる 
Ｃ 

 



 線形代数Ⅱ の基礎・基本 

 

1．細目数 

 分類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

行列 18 11 3 32 ２学年 

（１単位） 行列式 7 8 5 20 

細目数計 25 19 8 52 

 

2．分類とそれらの内容 

１／２ 

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分

行列の定義や成分の意味が理解できる Ａ 

零行列の定義が理解できる Ａ 

行ベクトルや列ベクトルの意味が理解

できる 
Ａ 

正方行列の意味が理解できる Ａ 

対角成分の意味が理解できる Ｂ 

対角行列の意味が理解できる Ｂ 

行列の定義 

単位行列の意味が理解できる Ｂ 

行列の和・差の定義が理解でき，その計

算ができる 
Ａ 

行列と数の積の定義が理解でき，その計

算ができる 
Ａ 

行列の和・差， 

数との積 

交換・結合・分配法則の意味が理解でき

る 
Ａ 

行ベクトルと列ベクトルの積の定義が

理解でき，その計算ができる 
Ａ 

行列の積の定義が理解でき，その計算が

できる 
Ｂ 

２次の正方行列の積の計算ができる Ａ 

結合・分配法則の理解ができる Ａ 

単位行列との積の意味が理解できる Ａ 

正方行列の累乗の計算ができる Ｂ 

行列の積 

零因子の意味が理解できる Ｃ 

転置行列の定義が理解でき，具体的に転

置行列を求めることができる 
Ｂ 

転置行列の性質が理解でき， 

２つの行列の積の転置行列の計算がで

きる 

Ｂ 

対称行列の定義が理解できる Ｂ 

転置行列 

交代行列の定義が理解できる Ｃ 

逆行列や正則の意味が理解できる Ａ 

行列 行列 

逆行列 

２次の正方行列の逆行列の計算ができ

る 
Ａ 

 

 



２／２ 

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分

ガウスの消去法の意味が理解できる Ａ 

係数行列や拡大係数行列の意味が理解

できる 
Ａ 

上三角行列の意味が理解できる Ｂ 

行基本変形の意味が理解できる Ａ 

３元１次連立方程式がガウスの消去法

で解くことができる 
Ａ 

連立１次方程式の不定解を求めること

ができる 
Ｂ 

消去法 

行列の階数の意味を理解できる Ｃ 

３次の正方行列の逆行列を，行基本変形

を用いて求めることができる 
Ａ 

 連立１次方程式と

行列 

逆行列と 

連立１次方程式 

連立１次方程式を，逆行列を用いて解く

ことができる 
Ｂ 

２次の行列式の公式を理解できる Ａ ２次・３次の 

行列式 サラスの方法を用いた３次の行列式の

公式を理解することができる 
Ａ 

順列や偶・奇順列の意味が理解できる Ｃ 行列式の定義 

行列式の定義が理解でき，定義を用いて

３次または４次の行列式の計算ができ

る 

Ｃ 

行列式の性質が理解できる Ａ 

行列式の値を求めることができる Ａ 

転置行列の行列式の公式が理解できる Ａ 

行列式の性質 

行列式の因数分解ができる Ｂ 

小行列式の意味が理解できる Ｂ 

第１行（列）に関する展開の意味が理解

できる 
Ｂ 

行列式の展開 

行列式の展開の意味が理解できる Ｃ 

行列式の定義と性

質 

行列の積の行列式 行列の積の行列式の公式が理解できる Ａ 

正則行列の行列式は0でないことが理解

できる 
Ａ 

余因子行列の意味が理解できる Ｂ 

正則行列 

余因子行列を用いて逆行列を求めるこ

とができる 
Ｂ 

クラメルの公式を用いて，連立 1次方程

式を解くことができる 
Ｃ 

連立１次方程式 

斉次連立１次方程式を解くことができ

る 
Ｂ 

行列式を用いて，平行四辺形の面積を求

めることができる 
Ｂ 

ベクトルの線形独立・従属の判定ができ

る 
Ｂ 

行列式 

行列式の応用 

行列式の 

図形的意味 

3 次の行列式は平行六面体の体積に等し

いことが理解できる 
Ｃ 

 



 微積分学Ⅰ の基礎・基本 

 

1．細目数 

 分類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

数列 8 2 4 14 ２学年 

（２単位） 微分法 18 9 3 30 

細目数計 26 11 7 44 

 

 

2．分類とそれらの内容 

１／２ 

分類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

数列の意味が理解できる Ａ 数列 

簡単な数列の一般項を求めることができる Ａ 

等差数列の意味を理解できる Ａ 

等差数列の一般項を求めることができる Ａ 

等差数列 

等差数列の和をもとめることができる Ａ 

等比数列の意味が理解できる Ａ 

等比数列の一般項を求めることができる Ａ 

等比数列 

等比数列の和を求めることができる Ａ 

∑記号の意味が理解でき，具体的な数列の和

を∑記号を用いて表わすことができる 
Ｂ 

∑記号の性質の証明が理解できる Ｃ 

自然数の和や自然数の２乗の和の公式を用

いて，数列の和を求めることができる 
Ｂ 

いろいろな数列の和 

部分分数分解を用いて，具体的な数列の和を

求めることができる 
Ｃ 

漸化式から数列の一般項を求めることがで

きる 
Ｃ 

数列 数列 

漸化式と 

数学的帰納法 

数学的帰納法を用いて，自然数に関する命題

を証明できる 
Ｃ 

収束の意味を理解し，極限値を求めることが

できる 
Ａ 

極限値の性質を理解できる Ａ 

正・負の無限大の意味が理解できる Ａ 

極限を求めることができる Ａ 

関数の極限 

右・左極限の意味が理解できる Ｂ 

連続の定義が理解でき，関数の連続性の問題

を解くことができる 
Ｂ 

関数の極限 

関数の連続 

中間値の定理を用いて，ある方程式の解の存

在を証明することができる 
Ｃ 

平均変化率の意味が理解できる Ａ 

微分係数の定義が理解でき，ある値における

微分係数を求めることができる 
Ａ 

微分法 

関数の導関数 微分係数 

微分係数と接線の傾きとの関係が理解でき

る 
Ｂ 



２／２ 

分類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

導関数の定義が理解できる 

Ｂ 

xn（n は整数）の導関数の公式を用いて整関

数や分数関数の導関数を求めることができ

る 

Ａ 

導関数 

導関数の性質（関数の積・商の導関数など）

の証明が理解でき，それらの公式を用いて整

式や分数関数の導関数を求めることができ

る 

Ａ 

合成関数の微分法の証明が理解でき，その公

式を用いていろいろな合成関数の導関数を

求めることができる 

Ａ 

関数の導関数 

（つづき） 

合成関数の導関数 

xq（q は有理数）の導関数の公式の証明が理

解でき，その公式を用いて無理関数などの関

数の導関数を求めることができる 

Ａ 

1
sin

lim
0


 




を用いて，三角関数を含んだ極

限値を求めることができる 

Ｂ 

三角関数の導関数 

sin，cos，tan の導関数の公式の証明が理解

でき，その公式を用いて三角関数などを含ん

だ関数の導関数を求めることができる 

Ａ 

逆正弦，逆余弦，逆正接の定義が理解でき，

それらの特別な値を求めることができる 
Ａ 

逆関数の微分法を証明が理解できる Ｂ 

逆三角関数の導関数 

逆三角関数の導関数の公式の証明が理解で

き，その公式を用いて逆三角関数を含んだ関

数の導関数を求めることができる 

Ａ 

自然対数の底 eの意味が理解できる Ａ 

極限を使った eの定義が理解できる Ｂ 

自然対数の意味が理解できる Ａ 

logx の導関数の証明が理解できる Ａ 

対数関数を含んだ関数の導関数を求めるこ

とができる 
Ｂ 

対数微分法を用いて，ある関数の導関数を求

めることができる 
Ｃ 

xr（r は実数）の導関数の公式の証明が理解

でき，その公式を用いて，ある関数の導関数

を求めることができる 

Ａ 

exの導関数の証明が理解できる Ａ 

指数関数の導関数の証明が理解でき，指数関

数を含んだ関数の導関数を求めることがで

きる 

Ｂ 

微分法 

（ つ づ

き） 

いろいろな 

関数の導関数 

指数関数・対数関数の導

関数 

双曲線関数の定義を理解し，その導関数を求

めることができる 
Ｃ 

 



 微積分学Ⅱ の基礎・基本 

 

1．細目数 

 分類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

微分法の応用 7 5 5 17 

積分法 13 9 6 28 
２学年 

（２単位） 
積分法の応用 3 3 2 8 

細目数計 49 28 20 97 

 

2．分類とそれらの内容 

１／２ 

分類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

ロルの定理が理解できる Ｃ 平均値の定理 

平均値の定理が理解できる Ｃ 

関数の増減が理解できる Ａ 

増減表が書ける Ａ 

グラフの概形をかける Ａ 

増減表を用いて，極大値・極小値を求めるこ

とができる 
Ａ 

極値をとるための必要条件が理解できる Ｂ 

関数の増減 

増減表を用いて，最大値・最小値を求めるこ

とができる 
Ａ 

接線の方程式を求めることができる Ａ 接線と法線 

法線の方程式を求めることができる Ｂ 

コーシーの平均値の定理が理解できる Ｃ 

ロピタルの定理が理解でき，それを用いて，

極限値を求めることができる 
Ｂ 

関数の変動 

不定形の極限 

漸近線を持つような曲線のグラフの概形が

かける 
Ｃ 

第２次導関数を求めることができる Ａ 高次導関数 

高次導関数を求めることができる Ｂ 

曲線の凹凸が理解できる Ｂ 

微分法の 

応用 

高次導関数 

曲線の凹凸 

曲線の凹凸を含んだ増減表を用いて変曲点

を求めることができ，またグラフの概形をか

くことができる 

Ｃ 

原始関数，不定積分，積分定数の意味が理解

できる 
Ａ 

不定積分の公式が理解できる Ａ 

不定積分 

不定積分の性質が理解できる Ａ 

定積分と面積の意味が理解できる Ａ 定積分 

定積分の性質が理解できる Ａ 

定積分の大小関係が理解できる Ｂ 

定積分に関する平均値の定理が理解できる Ｃ 

微分積分法の基本定理が理解できる Ｃ 

定積分と不定積分

の関係 

簡単な定積分の計算ができる Ａ 

偶関数，奇関数の定積分の公式が理解できる Ｂ 

積分法 定積分と 

不定積分 

定積分の計算 

簡単な図形の面積が求められる Ａ 

 



２／２ 

分類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

１次関数の置換を用いて積分の計算ができ

る 
Ａ 

三角関数の置換を用いて積分の計算ができ

る 
Ａ 

括弧，根号の中の置換を用いて積分の計算が

できる 
Ａ 

分母の置換を用いて積分の計算ができる Ａ 

定積分の置換積分ができる Ｂ 

置換積分法 

三角関数への置換を用いて，定積分の計算が

できる 
Ｃ 

部分積分法の公式が理解できる Ａ 

log x の不定積分ができる Ａ 

逆三角関数の不定積分ができる Ｂ 

定積分の部分積分ができる Ｂ 

部分積分法 

指数関数と三角関数の積の不定積分の公式 Ｃ 

整式の割り算や部分分数分解を利用するこ

とによって，分数関数の不定積分を計算する

ことができる 

Ｂ 

分数関数の不定積分の公式を理解できる Ｂ 

無理関数の不定積分の公式を理解できる Ｂ 

分数関数，無理関数

の積分 

無理関数の不定積分の公式を用いた定積分

の計算ができる 
Ｃ 

三角関数の積を和に直す公式や相互関係を

利用して，三角関数を含んだ不定積分の計算

ができる 

Ｃ 

積分法 

（つづき） 

積分の計算 

三角関数の積分 

 2

0
sin



xdxn
の公式を用いて三角関数の定

積分が計算できる 

Ｂ 

位置や速度を求めることができる 
Ａ 

変化率と積分 変化率と積分 

簡単な微分方程式を解くことができる Ｃ 

図形の面積 ２曲線と２直線で囲まれた図形の面積を求

めることができる 
Ａ 

曲線の長さ 曲線の長さを求めることができる Ｂ 

立体の体積を求めることができる Ｂ 立体の体積 

回転体の体積を求めることができる Ｂ 

積分の応用 

面積・曲線の

長さ・体積 

回転体の面積 回転面の面積を求めることができる Ｃ 

 

 



 物理Ⅱ の基礎・基本 
 

１．細目数 

 分野 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

１年生 

（１単位） 
力学 １５ １６ ４ ３５ 

細目数計 １５ １６ ４ ３５ 

 

＊物理実験（5単位時間予定）は記していない 

 

２．分類とそれらの内容 

１／２ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

ベクトルの 

定義(と例) 

大きさと向きをもつ量であることを理解する 

(変位、速度、加速度、力、運動量など) 
A 

ベクトルの 

成分 

ベクトルAをA
→

と記述し、そのx成分をAx、y 成分を

Ayとよぶ。A
→

 = (Ax, Ay)を理解する 
A 

ベクトルの 

大きさ 

ベクトルA
→

の大きさは、 22
yx AAA  となることを

理解する 
A 

スカラー量の定義

(と例) 

大きさのみをもつ量であることを理解する 

(質量、速さ、体積など) 
B 

ベクトルの 

加算・減算 

ベクトルの加算・減算を図的に実行できる。また、

成分同士の加算・減算も理解する 
A 

力の合成 
２力 F

→

Aと F
→

Bの合力 F
→

：    

   F
→

A＋F
→

B＝F
→

 を理解する 
A 

力の分解 
力 F

→

 を F
→

A と F
→

B へ分解できる： 

   F
→

 ＝ F
→

A ＋ F
→

B 
A 

速度の合成 
速度 v

→

 と u
→

 の合成速度 w
→

を理解する： 

   v
→

 ＋ u
→

 ＝ w
→

 
B 

x軸と角度θをなす速度 v
→

 の x 成分 vx と y 成

分 vy が、vx ＝ v･cosθ、vy ＝ v･sinθとなる

ことを理解する 

B 
速度の成分 

相対速度 
速度 v

→

 に対する速度 u
→

 の相対速度 w
→

： 

   u
→

 － v
→

 ＝ w
→

  
B 

平面・空間 

での運動 

運動方程式の 

成分 

加速度 a
→

 = (ax, ay)を用い、運動方程式を成分で

表すことができる 

  Fx＝max、Fy＝may 

A 

運動量の 

成分 

運動量保存則を成分で表すことができる 

  m1 v1x＋m2 v2x ＝ 一定 
B 

力 学 

平面・空間 

での運動 
仕 事 

力 F と物体の移動方向（移動距離s）が角度θを

なす場合の仕事の定義 W＝F･s･cosθ を理解する
B 

 

 



２／２ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

物体を水平方向に投げ出した場合のx方向、y方向

の速度と変位の計算ができる 
A 

放物体の運動 
物体を水平面に対して角度θで打ち出した場合

の、x方向、y方向の速度と変位の計算ができる 
B 

重力を斜面に平行方向、垂直方向に分解し、それ

ぞれの運動方程式を記述できる 
A 

重力下での 

運動 

斜面上の運動 

静止摩擦係数(μ)と摩擦角(θ)の関係を理解する B 

円運動の要素 
等速円運動の半径 r、速さv、周期T、角速度ωの

関係を理解する 
A 

円運動の加速度 

等速円運動の加速度(向心加速度)aは 

    2
2

r
r

v
a   となることを知る 

A 

向心力 

等速円運動する質量mの物体の向心力、 

    2
2

mr
r

v
mmaF   を理解する 

B 

等速円運動 

惑星の運動 惑星に働く向心力は太陽との万有引力である C 

単振動 周期運動における変位の表し方を知る B 

ばね振り子 
周期はバネ定数とおもりの質量によることを理解

する 
C 

振 動 

単振り子 
周期は振り子の長さと重力加速度によることを理

解する 
C 

慣性力の例 日常体験で慣性力を例示できる A 

慣性力の性質 

加速度aで運動する座標系内に存在する質量mの物

体には、－ma の力（慣性力）が働くことを理解す

る 

A 

遠心力 遠心力とは、円運動に伴う慣性力であることを理解する B 

慣性力 

無重力状態 
人工衛星中では、万有引力と慣性力が打ち消しあ

っていることを理解する 
B 

作用線 
力の作用点は作用線上を移動させても、その効果

は同じであることを理解する 
C 

力のモーメント 
力のモーメントの定義： 力×回転中心から作用線

までの長さ を理解する 
B 

剛体に 

作用する力 

つりあい条件 

剛体がつり合うためには、 

(1)合力がゼロ 

(2)力のモーメントの和がゼロ 

を満たす必要があることを理解する 

B 

圧 力 力とそれが作用する面積から圧力が計算できる A 

パスカルの原理 
油圧機や水圧機についてパスカルの原理が応用で

きる 
B 

重力場の圧力 大気圧と水圧が計算できる B 

力 学 

流体に 

作用する力 

浮 力 アルキメデスの原理を用いて浮力が計算できる A 

 



                       化学Ⅲ  の基礎・基本 
 

 

１．細目数 

     分 類     Ａ     Ｂ     Ｃ   細目数計 

２年生（１単位）    物質の変化     ９     ７     ２     １８ 

        細 目 数 計     ９     ７     ２     １８ 

                                                                               

 

２．分類とそれらの内容 

 

                                  １／１ 

   分 類    項 目      細 目         理解すべき内容 区分

酸・塩基の理論 

 

「アレニウスの理論」「ブレンステッ

ドの理論」により酸・塩基を定義出来

る。 

Ａ 

 

酸・塩基の価数 

 

１molの酸、塩基から発生するＨ＋、Ｏ

Ｈ－の数について理解する。 

Ｂ 

 

 酸と塩基 

 

 

 

 

 酸・塩基の強さ 

 

電離度を理解し、強酸、強塩基、弱酸

弱塩基を区別出来る。 

Ａ 

 

水のイオン積 

 

[H＋]×[OH－]=1.0×10－１４(mol/l)２ 

であることを理解できる。 

Ｂ 

 

ｐＨ 

 

pH=-log１０[H
＋]であることを理解し、

計算出来る。 

Ａ 

 

水素イオン 

指数 

 

 

 

 
ｐＨの測定 

 

指示薬、万能ｐＨ試験紙、ｐＨメータ

ー等を例示出来る。 

Ｂ 

 

中和反応 

 

中和反応が H＋ + OH－ → H２O で、 

中和熱が発生することを理解する。 

Ａ 

 

塩の生成 

 

中和反応で水とともに生じる物質が塩

であり、種々の反応形態で生じること

を理解する。 

Ｃ 

 

塩の種類 

 

正塩、酸性塩、塩基性塩に分類できる

ことを理解する。 

Ｃ 

 

中和反応と塩 

 

 

 

 

 

 

 塩の加水分解 

 

弱酸、弱塩基から生じた塩が、水と反

応してもとの弱酸や弱塩基を生じるこ

とを理解する。 

Ｂ 

 

中和点 

 

酸のH＋と塩基のOH－がちょうど反応し

て正塩となることを理解する。 

Ａ 

 

中和滴定 

 

mcv=m'c'v'の関係が理解でき、濃度な

どの計算が出来る。 

Ａ 

 

中和滴定 

 

 

 

 

 
中和点の確認 

 

ｐＨ変化の滴定曲線及び酸・塩基の種

類による指示薬の選択について理解す

る。 

Ｂ 

 

酸化還元反応 

 

酸化・還元の意味、電子、酸素及び水

素の授受について理解する。 

Ａ 

 

酸化数 

 

酸化数の定義と酸化・還元との関係を

理解する。 

Ａ 

 

 物質の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酸化と還元 

酸化剤・還元剤 

 

酸化・還元との関係、電子の授受につ

いて理解する。 

Ｂ 

 

金属のイオン化 

傾向 

電子を放出して陽イオンになる性 

質、イオン化列を理解する。 

Ａ 

 

 

 

 

 

金属のイオ 

ン化傾向 

 金属の化学的性 

質 

水、酸及び空気中の酸素との反応 

について例示出来る。 

Ｂ 

 

 



   化学Ⅳ   の基礎・基本 
 

 

１．細目数 

 分 類     Ａ     Ｂ     Ｃ    細目数計 

物質の変化     ４     １     １      ６  ２年生（１単位） 

物質の性質     ８     ３     ２      １３ 

       細 目 数 計    １２     ４     ３      １９ 

                                                                               

                                                                               

２．分類とそれらの内容 

１／１ 

   分 類    項 目      細 目          理解すべき内容 区分

電池の原理 

 

電池の原理についてボルタ電池(分極,

減極剤)のしくみが説明できる。 

Ａ 

 

ダニエル電池 

 

分極がなく起電力安定な、ダニエル電

池のしくみが説明できる。 

Ａ 

 

実用電池 

 

マンガン乾電池(一次電池)等の実用電

池の構造等を理解できる。 

Ｃ 

 

電池 

 

 

 

 

 

 

 
鉛蓄電池 

 

二次電池である鉛蓄電池の構造や放電

、充電等を理解できる。 

Ｂ 

 

電気分解の原理 塩化銅水溶液等の電気分解や電気めっ

きの原理を理解できる。 

Ａ 

 

物質の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電気分解 

 

 電気分解の法則 流れた電気量と発生する気体や金属の

物質量との関係を理解できる。 

Ａ 

 

定性・定量分析 

 

沈殿反応、呈色反応等を利用した分離

・分析方法について理解できる。 

Ａ 

 

金属イオンの

分離と確認 

 金属イオンの分離

と確認 

銀イオン等の各種金属イオンの分離・

確認の操作ができる。 

Ａ 

 

炭素と有機化合物 無機、有機化合物の定義、有機化合物

の物理及び化学的性質等について理解

できる。 

Ａ 

 

有機化合物の

特徴と性質 

 

有機化合物の分類 炭化水素あるいは官能基による分類を

理解し種々の化学式で表せる。 

Ａ 

 

有機化合物の分離

と精製 

有機化合物の分離、精製の重要性、抽

出等の分離法を理解できる。 

Ｂ 

 

有機化合物の

分離と分析 

 組成式、分子式、

構造式の決定 

組成式、分子式及び構造式の決定のた

めの計算方法等を理解できる。 

Ａ 

 

飽和炭化水素 

 

アルカンとシクロアルカンとの分類、

構造異性体やアルキル基等を理解でき

る。 

Ａ 

 

不飽和炭化水素 

 

アルケンとアルキンとの分類や立体異

性体等について理解できる。 

Ａ 

 

石油化学工業と 

精製 

石油、石炭および天然ガス、原油の精

製、石油化学工業のプロセス等を理解

できる。 

Ｃ 

 

飽和炭化水素

と不飽和炭化

水素 

 

 

 

 

 

 

 
鎖式(脂肪族)炭化

水素の誘導体 

アルコール、エーテル、ケトン、カル

ボン酸等の性質等を理解できる。 

Ｂ 

 

ベンゼンの構造、

性質及び反応 

基本構造のベンゼン環、塩素化などの

付加反応がおこりやすいことを理解で

きる。 

Ａ 

 

その他の芳香属炭

化水素 

トルエン、キシレン、ナフタレン、ス

チレン等の性質等を理解できる。 

Ｂ 

 

物質の性質 

 

芳香族炭化水

素 

 

 

芳香族炭化水素の

誘導体 

フェノール類や芳香族カルボン酸等の

性質等を理解できる。 

Ｃ 

 

 



 

 

 保健体育 の基礎基本 
  

１． 細目数 

 

 分 類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

２年生 

(男子) 

２単位 

基礎的な動き ３ ０ ０ ３ 

実 技 ６３ ３２ ５ １００ 

理論 １３ ５ ０ １８ 

 細目数計 ７９ ３７ ５ １２１ 

 

２． 分類とそれらの内容                                  

 

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分 
基礎的 

な動き 
 

ｽﾎﾟｰﾂﾃｽﾄ 
運動能力ﾃｽﾄ 

体力診断ﾃｽﾄ 

診断と評価 

・持久走(1500ｍ)､50ｍ走､立ち幅跳び､ﾎﾞｰﾙ投げ 

・握力，上体起こし､長座体前屈､反復横とび 

・測定結果に基づく自己評価と診断方法 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

実技 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 

ｽﾛｰｲﾝｸﾞとｷｬｯﾁﾝｸ

ﾞ 

ﾊﾞｯﾃｨﾝｸﾞ 

 

 

 

 

ﾊﾞﾝﾄ 

 

ﾋﾟｯﾁﾝｸﾞ 

 

ﾍﾞｰｽﾗﾝﾆﾝｸﾞ 

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ 

 

審判とｹﾞｰﾑ 

・ｵｰﾊﾞｰｽﾛｰの習熟､ｻｲﾄﾞｽﾛｰ､ｱﾝﾀﾞｰｽﾛｰ 

・ｺﾞﾛの捕球と送球､ﾌﾗｲの捕球､捕手の構えと送球 

・ｽｲﾝｸﾞ（体重移動、腰・手首･腕の回転､上体の回転) 

・素振り(ﾀｲﾐﾝｸﾞ､ﾊﾞﾗﾝｽ､ｽﾀﾝｽ､体重移動を練習) 

・ﾄｽﾊﾞｯﾃｨﾝｸﾞ(ﾊﾞｯﾄｺﾝﾄﾛｰﾙと打つﾎﾟｲﾝﾄを身につける) 

・ﾊｰﾌﾊﾞｯﾃｨﾝｸﾞ（打者は遠くへとばすことよりもｼﾞｬｽﾄ

ﾐｰﾄを心がける) 

・ﾊﾞｯﾄの握り方､ﾊﾞﾝﾄのｽﾀﾝｽ(ｵｰﾌﾟﾝｽﾀﾝｽ､ｽｸｴｱｽﾀﾝｽ) 

・犠牲ﾊﾞﾝﾄ 

・ｽﾘﾝｸﾞｼｮｯﾄﾓｰｼｮﾝ投法の習熟           

・ｳｲﾝﾄﾞﾐﾙﾓｰｼｮﾝ投法の練習 

・打者走者､塁のまわり方､走者の構え 

・ﾍﾞﾝﾄﾚｯｸﾞｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ  ・ﾌｯｸｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ 

・投球に関するﾙｰﾙの確認（投球準備動作､投球動作､

不正投球:ｲﾘｰｶﾞﾙﾋﾟｯﾁ) 

・ｽﾄﾗｲｸｿﾞｰﾝの確認 

・審判は相互審判による（審判練習） 

・ｹﾞｰﾑをｽﾋﾟｰﾃﾞｨにするために攻守交代を敏速にする 

Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ｂ 

 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 

 

 

 

 

水 泳 

  

 

各種泳法（クロー

ル、平泳ぎ、背泳

ぎ)強化 

 

ﾊﾞﾀﾌﾗｲ 

 

 

ｽﾀｰﾄ 

 

ﾀｰﾝ 

25m泳計測 

個人ﾒﾄﾞﾚｰ 

･ｸﾛｰﾙ(けのび＋ｷｯｸ､腰かけｷｯｸ､壁ｷｯｸ､ﾌﾟﾙ､ｷｬｯﾁｱｯﾌﾟ) 

･平泳ぎ(ｷｯｸ､ｷｯｸ《背面》､壁ｷｯｸ､ﾌﾟﾙ＋呼吸) 

･背泳ぎ（腰かけｷｯｸ､姿勢づくり＋ｷｯｸ､ﾋﾞｰﾄ板によるｷ

ｯｸ､片手ﾌﾟﾙ､両手ﾌﾟﾙ､ﾋﾞｰﾄ板によるﾌﾟﾙ) 

･体のうねり､ｲﾙｶとび ･ｷｯｸ(ﾋﾞｰﾄ板を使って)＋呼吸 

･片手ﾊﾞﾀﾌﾗｲ(ﾋﾞｰﾄ板使用 ･片手ﾊﾞﾀﾌﾗｲからﾊﾞﾀﾌﾗｲへ 

･手､足のﾀｲﾐﾝｸﾞ練習(ｷｯｸとﾌﾟﾙ動作を合わせていく) 

･ｸﾛｰﾙ､平泳ぎ､ﾊﾞﾀﾌﾗｲのｽﾀｰﾄ 

･背泳ぎのｽﾀｰﾄ 

･ｵｰﾌﾟﾝﾀｰﾝ（平泳ぎ、ﾊﾞﾀﾌﾗｲ及びｸﾛｰﾙ)･背泳ぎのﾀｰﾝ 

･自由形､平泳ぎ､背泳ぎ､ﾊﾞﾀﾌﾗｲの25m泳計測 

･４泳法のまとめとして､個人ﾒﾄﾞﾚｰ(ﾊﾞﾀﾌﾗｲ・背泳ぎ･

平泳ぎ･ｸﾛｰﾙ)に挑戦 

Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 

 Ａ 

 Ｂ  

 Ｂ 

 Ｂ 

 Ｂ 

Ｂ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

  



 

 

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実技 
 

 

 

 

 

陸上競技 

短距離走 

スタート 

 

 

 

 

 

 

計時 

測定 

･ｸﾗｳﾁﾝｸﾞｽﾀｰﾄの習熟（自己に適したｽﾀｰﾄ法の確認：ｴﾛ

ﾝｹﾞｰﾃｯﾄﾞｽﾀｰﾄ､ﾐﾃﾞｨｱﾑｽﾀｰﾄ､ﾊﾞﾝﾁｽﾀｰﾄ) 

･ｸﾗｳﾁﾝｸﾞｽﾀｰﾄから加速、中間疾走                  

･加速走､ﾄｯﾌﾟｽﾋﾟｰﾄﾞの維持 

･ﾌｨﾆｯｼｭ（決勝線を走り抜く気持ちで胸を突き出す) 

･走運動の練習法（変形ｽﾀｰﾄﾀﾞｯｼｭ：うつぶせ･片足立･

座位･腕立て･後ろ向き､もも上げ歩行･時間走･ﾌｫｰﾑづ

くりﾗﾝﾆﾝｸﾞ) 

･手動計時の計測法について 

･200m記録測定 

Ａ 

 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

 

  

 Ａ 

 Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 

基本技能の習熟 

 

 

ｽﾊﾟｲｸの発展 

 

 

 

 

ｻｰﾋﾞｽ 

 

ｻｰﾋﾞｽのねらい所 

 

              

連携複合練習 

 

ｹﾞｰﾑと審判 

 

･ﾊﾟｽ(ｵｰﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾊﾟｽ､ｳﾝﾀﾞｰﾊﾝﾄﾞﾊﾟｽ)､ﾄｽ 

･ﾊﾟｽの練習 

･ｻｰﾋﾞｽ(ｱﾝﾀﾞｰﾊﾝﾄﾞｻｰﾋﾞｽ､ｻｲﾄﾞﾊﾝﾄﾞｻｰﾋﾞｽ) 

･その場でのﾎﾞｰﾙたたき､向かい合ってたたく､助走と

踏み込み：２歩助走（腕の振り上げと上体のそり､腕の

位置､ｽｲﾝｸﾞをおぼえる) 

･ｵｰﾌﾟﾝｽﾊﾟｲｸとｸｲｯｸの理解をして(ｸﾛｽ･ｽﾄﾚｰﾄ･ﾌｪｲﾝﾄｺｰｽ

への打ち分け)練習 

･ｵｰﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞｻｰﾋﾞｽ（手首を曲げて打つ） 

･ﾌﾛｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（手首を伸ばして押し出すように打つ) 

･相手ﾁｰﾑの選手の中で最も弱そうなところ 

･ｴｰｽｱﾀｯｶｰやｾﾝﾀｰﾌﾟﾚｲﾔｰを狙う（次の動作の妨げ) 

･ｾｯﾀｰの動きを計算して､ｾｯﾀｰがﾄｽを上げにくいところ 

･ﾚｼｰﾌﾞ→ﾄｽ､ﾚｼｰﾌﾞ→ﾄｽ→ｽﾊﾟｲｸ 

･ｻｰﾌﾞﾚｼｰﾌﾞ→ﾄｽ→ｽﾊﾟｲｸ(ｱﾀｯｸﾌｫｰﾒｰｼｮﾝを考えて) 

･ﾛｰﾃｰｼｮﾝ､ｻｲﾄﾞｵｳﾄ制について十分に理解 

･1ｰ5Ｗﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ(ｻｰﾋﾞｽ･ｱﾀｯｸﾚｼｰﾌﾞﾌｵｰﾒｰｼｮﾝの理解) 

Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 

 

 Ａ 

 

 Ｂ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 Ｃ 

 Ｃ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ａ 

 

 

 

 

 

 

ｿﾌﾄﾃﾆｽ 

 

 

 

 

 

歴史と特性 

 

 

 

ﾗｹｯﾄの持ち方 

 

ﾗｹﾃｨﾝｸﾞ 

 

ｻｰﾋﾞｽ 

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｽﾄﾛｰｸ 

ﾎﾞﾚｰ 

基本的技能練習 

 

 

 

ﾀﾞﾌﾞﾙｽのｹﾞｰﾑの

進め方 

競技の進め方 

 

・明治の初期ﾃﾆｽﾎﾞｰﾙの入手が困難なため輸入に頼らな

いですむﾎﾞﾑﾎﾞｰﾙの考案により軟式ﾃﾆｽが誕生 

平成４年名称が軟式ﾃﾆｽよりｿﾌﾄﾃﾆｽとなった 

ﾀﾞﾌﾞﾙｽ主体であること 

・ｳｴｽﾀﾝｸﾞﾘｯﾌﾟ（地面において上から握る) 

・ｲｰｽﾀﾝｸﾞﾘｯﾌﾟ（地面に直角に立てたﾗｹｯﾄ上から握る) 

・ﾎﾞｰﾙつきｳｫｰﾐﾝｸﾞｱｯﾌﾟｹﾞｰﾑ､ﾎﾞｰﾙつきﾗﾘｰｹﾞｰﾑ 

・ﾎﾞﾚｰのﾗﾘｰｹﾞｰﾑ 

・確実性のあるﾌﾟｯｼｭｻｰﾋﾞｽ､ｱﾝﾀﾞｰｻｰﾋﾞｽの練習と習得 

・ﾌｫｱﾊﾝﾄﾞのｱﾝﾀﾞｰｽﾄﾛｰｸ､ﾊﾞｯｸﾊﾝﾄﾞのｱﾝﾀﾞｰｽﾄﾛｰｸ 

・ﾌｫｱﾊﾝﾄﾞﾎﾞﾚｰ（面の使い方は基本的に扇形) 

・素振り(ﾊﾞｯｸ､ﾌｫｱ) 

・ﾈｯﾄ打ち(ﾊﾞｯｸ､ﾌｫｱ) 

・ﾊｰﾌｺｰﾄを使っての乱打 

・3ｺｰｽ（正ｸﾛｽ､ﾐﾄﾞﾙ､逆ｸﾛｽ)での乱打 

・雁行陣(1人が前)での作戦 

・並行陣（２人とも後ろ)での作戦 

・ｻｰﾋﾞｽｻｲﾄﾞの決定、試合の開始､ｻｰﾋﾞｽ､ﾚｼｰﾌﾞ 

・ｹﾞｰﾑの取り方､ｻｰﾋﾞｽとｻｲﾄﾞの交替 

Ａ 

 

 

 

 Ａ

  

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ  

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ａ 

  



 

 

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実技 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｻｯｶｰ 

･基礎技術 

 

 

 

 

 

 

･複合練習 

 

 

 

 

･ｺﾞｰﾙｷｰﾊﾟｰ 

 

 

･ｽﾙｰﾊﾟｽ 

 

･攻撃ﾊﾟﾀｰﾝ 

 

 

 

 

･ｲﾝｻｲﾄﾞｷｯｸ･ｲﾝｽﾃｯﾌﾟｷｯｸ及びﾄﾞﾘﾌﾞﾙの習熟 

･ｱｳﾄｻｲﾄﾞｷｯｸ（壁ﾊﾟｽや競り合いのﾊﾟｽ) 

･ｲﾝﾌﾛﾝﾄｷｯｸ(ｾﾝﾀｰﾘﾝｸﾞやﾌﾘｰｷｯｸに使用) 

･ﾍﾃﾞｨﾝｸﾞ(ｼﾞｬﾝﾋﾟﾝｸﾞﾍﾃﾞｨﾝｸﾞ) 

･ｼｮﾙﾀﾞｰﾁｬｰｼﾞの理解（正当な身体接触で肩で肩を押す)

･ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ(ﾎﾞｰﾙと相手の間に自分の体を入れてﾎﾞｰﾙを

隠し､相手から遠い足でｷｰﾌﾟする)の理解 

･ｵｰﾊﾞｰﾅﾝﾊﾞｰ(ﾌｫﾜｰﾄﾞの人数を多くして)による攻防 

･ﾊﾟｽ練習(ﾎﾞｰﾙをとめて味方を狙ってﾊﾟｽ:2(3)人一組ﾄ

ﾗｯﾌﾟ＆ﾊﾟｽ､３人一組ｼｮｰﾄ･ｼｮｰﾄ･ﾛﾝｸﾞ) 

･動きながらのﾊﾟｽ､ｼｭｰﾄ（２人,３人で色々な動きから) 

･ｺﾞｰﾙをつけての１対１のﾎﾞｰﾙの奪い合い 

･ｷｬｯﾁﾝｸ（゙できるだけ体全体で壁をつくり正面でとる､

･ﾊｲﾎﾞｰﾙの時はｺﾞｰﾙに近い足で踏み切る､ﾊｲﾎﾞｰﾙの時は

相手の近い膝を曲げる) 

･ﾌｲｰﾄﾞ(ｽﾛｰｲﾝｸﾞ､ﾄﾞﾛｯﾌﾟｷｯｸ､ﾊﾟﾝﾄｷｯｸ) 

･ﾃﾞｨﾌｪﾝｽの間にﾊﾟｽを通して決定的な状況をつくるﾊﾟｽ 

･4(ｷｰﾌﾟ)対２(ﾎﾞｰﾙを奪う)によるｽﾙｰﾊﾟｽの理解と練習 

･ｵｰﾌﾟﾝ攻撃(ｺｰﾄの外側からﾄﾞﾘﾌﾞﾘあるいはﾊﾟｽをつな

いでｺﾞｰﾙ前にﾎﾞｰﾙを送って得点を狙う:ｾﾝﾀｰﾘﾝｸﾞ攻撃)

と中央攻撃(ｾﾝﾀｰﾌｫﾜｰﾄﾞとﾊｰﾌ陣がｺﾝﾋﾞをとってｺｰﾄ中

央から得点を狙う)からの攻めを理解する 

･4(df)･3(mf)･3(fw)ｼｽﾃﾑとﾎﾟｼﾞｼｮﾝの役割を理解 

Ａ 

 Ｃ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 

 Ｂ 

 Ａ 

 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

Ｃ 

 

 Ａ 

 Ｃ 

 Ｂ 

 Ａ 

 

 

 

 Ｂ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 

･基本技能の習熟 

 

 

 

 

･ﾉｰﾏｰｸの理解 

 

ﾋﾟﾎﾞｯﾄ＆ﾋﾟﾎﾞｯﾄ･ﾀ

ｰﾝ 

ﾎﾟｽﾄﾌﾟﾚｲ 

 

 

ｽｸﾘｰﾝﾌﾟﾚｲ 

 

ﾃﾞｨﾌｴﾝｽ(個人) 

 

 

 

ﾃﾞｨﾌｴﾝｽ(ﾁｰﾑ) 

 

連携ﾌﾟﾚｰ 

ｹﾞｰﾑ再開の方法 

 

 

審判とｹﾞｰﾑ 

･ｼｭｰﾄ（ﾌﾘｰｼｭｰﾄ,ﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞから･ﾊﾟｽからのｼｭｰﾄ､ﾄﾞﾘﾌﾞﾙか

らのﾚｲｱｯﾌﾟｼｭｰﾄ､ﾄﾞﾘﾌﾞﾙからのｼﾞｬﾝﾌﾟｼｭｰﾄなど) 

･ﾊﾟｽ(ｸｲｯｸﾊﾟｽ、四角ﾊﾟｽ､三角ﾊﾟｽ) 

･ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ(ﾌﾛﾝﾄﾁｪﾝｼﾞから･ﾋﾞﾊｲﾝﾄﾞｻﾞﾊﾞｯｸﾁｪﾝｼﾞから･ﾚｯｸ

ﾞｽﾙｰﾁｪﾝｼﾞから･ﾊﾞｯｸﾛｰﾙﾁｪﾝｼﾞから) 

･自分とﾎﾞｰﾙの間の空間 ･自分とﾃﾞｨﾌｪﾝｽの間の空間 

･ﾃﾞｨﾌｴﾝｽの背後にﾉｰﾏｰｸの空間がある 

･ﾎﾞｰﾙをｷｰﾌﾟするときのﾋﾟﾎﾞｯﾄ ･ﾋﾟﾎﾞｯﾄからのｼｭｰﾄ 

･ﾋﾟﾎﾞｯﾄﾀｰﾝからのｼｭｰﾄ ･ﾄﾞﾘﾌﾞﾙを始める時のﾋﾟﾎﾞｯﾄ 

･制限区域内でｺﾞｰﾙを背にしてﾎﾟｼﾞｼｮﾝをとるﾌﾟﾚｲﾔｰ： 

ｵﾌｪﾝｽにおいてﾎﾟｽﾄﾌﾟﾚｲﾔｰを使っての､縦の展開(ｲﾝ⇔ｱ

ｳﾄ)や横の展開（左右のｻｲﾄﾞ)の方法を理解する 

･ｽｸﾘｰﾝ（ついたて)ﾌﾟﾚｲの戦術的意味を理解する 

･ｽｸﾘｰﾝの動きを理解する 

･ﾎﾞｰﾙ保持者に対するﾃﾞｨﾌｴﾝｽ 

･動いているとき(ｵﾌｪﾝｽより内側のﾎﾟｼﾞｼｮﾝをとり続け

る、なるべくｻｲｿｽﾃｯﾌﾟでついていくがｽﾋﾟｰﾄﾞが速くな

るとｸﾛｽｽﾃｯﾌﾟでついていく) 

･ﾏﾝﾂｰﾏﾝﾃﾞｨﾌｪﾝｽとｿﾞｰﾝﾃﾞｨﾌｴﾝｽ 

･ｿﾞｰﾝﾃﾞｨﾌｪﾝｽの動きと型(2-1-2,2-3,1-3-1)を理解する 

･ﾊﾟｯｼﾝｸﾞ、２対１､３対２ 

･ｽﾛｰｲﾝによる再開  ･ｽﾛｰｲﾝのやり方 

･ﾌﾘｰｽﾛｰによる再開  ･ﾌﾘｰｽﾛｰのやり方 

･ｼﾞｬﾝﾌﾟﾎﾞｰﾙによる再開 

･ﾊﾞｲｵﾚｰｼｮﾝﾉｼﾞｪｽﾁｬｰ､ﾊﾟｰｿﾅﾙﾌｧｳﾙのｼﾞｪｽﾁｬｰ 

Ａ 

 

 Ａ 

 Ｂ 

 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 Ｂ 

  

 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 

 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

Ｂ 



 

 

                                                                             

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

理論 

 

 

ＡＥＤ使用法 

ＡＥＤ ・ＡＥＤとは 

・ＡＥＤの必要性と校内及び学校外に設置してある場

 所の確認 

・ＡＥＤの使用方法 

 Ａ 

 Ａ 

 

 Ａ 

  
 

 

 

 

 

体力づくりﾄﾚｰ

ﾆﾝｸﾞの実際 

 

 

 

･体力ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞの

とらえ方 

･体力ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞの

分類 

 

・体力要素別ﾄﾚｰ

ﾆﾝｸﾞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ計画 

・筋活動からみたﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 

・ｴﾈﾙｷﾞｰ供給様式からみたﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 

・持続性ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 

・ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 

・ﾚﾍﾟﾃｼｮﾝﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 

･ﾚｼﾞｽﾀﾝｽﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 

①ｳｪｲﾄﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ(ﾌﾘｰｳｪｲﾄﾄﾚｰﾆﾝｸﾞとﾏｼﾝﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ･負荷の

 設定法) 

②筋活動力に求められる４つの要素（筋肉つくりと筋

 力つくり､瞬発力のﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､筋持久力のﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ) 

･ｽﾋﾟｰﾄﾞﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 

･全身持久力のﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 

：ＬＳＤﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ   ：ﾌｧﾙﾄﾚｸﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ      ：

ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ走ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ ：ﾚﾍﾟﾃｨｼｮﾝﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ走ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 

･総合的な体力ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ(ｻｰｷｯﾄﾄﾚｰﾆﾝｸﾞなど) 

ｽﾎﾟｰﾂﾄﾚｰﾆﾝｸﾞの管理ｻｰｸﾙ:計画⇒実施⇒評価⇒見直し 

 

Ｂ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

 

 

 

  

 Ａ 

 Ｂ

  

  

   

 Ｂ 

 

 

 

 

感染症と予防 

現代の感染症と

その予防 

 

 

エイズとその予

防 

・感染症とは何かの正しい理解 

・感染経路を正しく理解し，予防に役立てる 

・一般感染症の予防 

 

・エイズの正しい理解 

・性感染症の特徴 

・エイズ及び性感染症の予防 

 

Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

  

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 

 



 

 

 保健体育 の基礎基本 
  

１． 細目数 

 

 分 類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

２年生 

(女子) 

２単位 

基礎的な動き ３ ０ ０ ３ 

実 技 ７６ ２７ ２ １０５ 

理論 １２ ６ ０ １８ 

 細目数計 ９１ ３３ ２ １２６ 

 

２． 分類とそれらの内容                                  

 

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分 
基礎的 

な動き 
 

ｽﾎﾟｰﾂﾃｽﾄ 
運動能力ﾃｽﾄ 

体力診断ﾃｽﾄ 

診断と評価 

・持久走(1500ｍ)､50ｍ走､立ち幅跳び､ﾎﾞｰﾙ投げ 

・握力，上体起こし､長座体前屈､反復横とび 

・測定結果に基づく自己評価と診断方法 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

実技 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卓球 

基礎技術の練習 

 

 

 

 

 

ﾎﾞｰﾙの回転と反 

発 

 

ｻｰﾋﾞｽ 

 

 

ﾊｰﾌﾎﾞﾚｰ 

 

ﾀﾞﾌﾞﾙｽの練習 

ﾗｹﾃｨﾝｸﾞ〔ボールつき､壁打ち、羽根突き式ﾎﾞｰﾙつき) 

素振り(ﾌｫｱ､ﾊﾞｯｸ) 

ﾌｯﾄﾜｰｸ〔相手から出されるﾎﾞｰﾙを前後左右に動いて一 

定の場所へ打ち返す) 

ｸﾛｽとｽﾄﾚｰﾄ打ち  ・ｻｰﾋﾞｽ(ﾅｯｸﾙｻｰﾋﾞｽとﾄﾞﾗｲﾌﾞｻｰﾌﾞ)  

ボールの回転と反発を物理的に理解して練習する 

（上回転：前進回転､下回転：逆回転､横回転､無回転: 

ﾅｯｸﾙ) 

ｶｯﾄｻｰﾋﾞｽ（少し高く構えボールの下を後方から前にこ 

する感じで打つ瞬間強く切る:ﾌｧﾊﾝﾄﾞ･ﾊﾞｯｸﾊﾝﾄﾞ) 

ﾊﾞｯｸﾊﾝﾄﾞのﾄﾞﾗｲﾌﾞｻｰﾋﾞｽ 

ｼｪｰｸﾊﾝﾄﾞ（ﾊﾞｳﾝﾄﾞ直後に打球､ﾗｹｯﾄ面は素直よりかぶ 

せる､打球後も肘の位置を変えない） 

ﾊﾟｰﾄﾅｰとかならず１回交替で打たなければならないの 

で、打球後すぐにｺｰﾄから離れ､ﾊﾟｰﾄﾅｰの邪魔をしない 

打球後、動くことばかりに気をとられない 

基本的な動きにこだわりすぎると動きが不自然になる 

ので、自分の動きやすい方向に動いてもかまわない 

ｻｰﾋﾞｽからのｼｽﾃﾑ練習(ﾄﾞﾗｲﾌﾞｻｰﾋﾞｽから３球目ｽﾏｯｼｭ､ｶ 

ｯﾄｻｰﾋﾞｽからの３球目ﾄﾞﾗｲﾌﾞ＋５球目ｽﾏｯｼｭ) 

Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 

Ｂ 

 Ａ 

 Ａ 

 

 Ｂ 

 

 Ｂ 

 Ａ 

 

 Ａ 

 

 

 Ａ 

 

 Ｂ 

 

 

 

 

 

水 泳 

  

 

各種泳法（クロー

ル、平泳ぎ、背泳

ぎ)強化 

 

ﾊﾞﾀﾌﾗｲ 

 

 

ｽﾀｰﾄ 

 

ﾀｰﾝ 

25m泳計測 

個人ﾒﾄﾞﾚｰ 

･ｸﾛｰﾙ(けのび＋ｷｯｸ､腰かけｷｯｸ､壁ｷｯｸ､ﾌﾟﾙ､ｷｬｯﾁｱｯﾌﾟ) 

･平泳ぎ(ｷｯｸ､ｷｯｸ《背面》､壁ｷｯｸ､ﾌﾟﾙ＋呼吸) 

･背泳ぎ（腰かけｷｯｸ､姿勢づくり＋ｷｯｸ､ﾋﾞｰﾄ板によるｷ

ｯｸ､片手ﾌﾟﾙ､両手ﾌﾟﾙ､ﾋﾞｰﾄ板によるﾌﾟﾙ) 

･体のうねり､ｲﾙｶとび ･ｷｯｸ(ﾋﾞｰﾄ板を使って)＋呼吸 

･片手ﾊﾞﾀﾌﾗｲ(ﾋﾞｰﾄ板使用 ･片手ﾊﾞﾀﾌﾗｲからﾊﾞﾀﾌﾗｲへ 

･手､足のﾀｲﾐﾝｸﾞ練習(ｷｯｸとﾌﾟﾙ動作を合わせていく) 

･ｸﾛｰﾙ､平泳ぎ､ﾊﾞﾀﾌﾗｲのｽﾀｰﾄ 

･背泳ぎのｽﾀｰﾄ 

･ｵｰﾌﾟﾝﾀｰﾝ（平泳ぎ、ﾊﾞﾀﾌﾗｲ及びｸﾛｰﾙ)･背泳ぎのﾀｰﾝ 

･自由形､平泳ぎ､背泳ぎ､ﾊﾞﾀﾌﾗｲの25m泳計測 

･４泳法のまとめとして､個人ﾒﾄﾞﾚｰ(ﾊﾞﾀﾌﾗｲ・背泳ぎ･

平泳ぎ･ｸﾛｰﾙ)に挑戦 

Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 

 Ａ 

 Ｂ  

 Ｂ 

 Ｂ 

 Ｂ 

Ｂ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ  



 

 

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実技 
 

 

 

 

 

陸上競技 

短距離走 

スタート 

 

 

 

 

 

 

計時 

測定 

･ｸﾗｳﾁﾝｸﾞｽﾀｰﾄの習熟（自己に適したｽﾀｰﾄ法の確認：ｴﾛ

ﾝｹﾞｰﾃｯﾄﾞｽﾀｰﾄ､ﾐﾃﾞｨｱﾑｽﾀｰﾄ､ﾊﾞﾝﾁｽﾀｰﾄ) 

･ｸﾗｳﾁﾝｸﾞｽﾀｰﾄから加速、中間疾走                  

･加速走､ﾄｯﾌﾟｽﾋﾟｰﾄﾞの維持 

･ﾌｨﾆｯｼｭ（決勝線を走り抜く気持ちで胸を突き出す) 

･走運動の練習法（変形ｽﾀｰﾄﾀﾞｯｼｭ：うつぶせ･片足立･

座位･腕立て･後ろ向き､もも上げ歩行･時間走･ﾌｫｰﾑづ

くりﾗﾝﾆﾝｸﾞ) 

･手動計時の計測法について 

･200m記録測定 

Ａ 

 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

 

  

 Ａ 

 Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 

基本技能の習熟 

 

 

ｽﾊﾟｲｸの発展 

 

 

 

 

ｻｰﾋﾞｽ 

 

ｻｰﾋﾞｽのねらい所 

 

              

連携複合練習 

 

ｹﾞｰﾑと審判 

 

･ﾊﾟｽ(ｵｰﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾊﾟｽ､ｳﾝﾀﾞｰﾊﾝﾄﾞﾊﾟｽ)､ﾄｽ 

･ﾊﾟｽの練習 

･ｻｰﾋﾞｽ(ｱﾝﾀﾞｰﾊﾝﾄﾞｻｰﾋﾞｽ､ｻｲﾄﾞﾊﾝﾄﾞｻｰﾋﾞｽ) 

･その場でのﾎﾞｰﾙたたき､向かい合ってたたく､助走と

踏み込み：２歩助走（腕の振り上げと上体のそり､腕の

位置､ｽｲﾝｸﾞをおぼえる) 

･ｵｰﾌﾟﾝｽﾊﾟｲｸとｸｲｯｸの理解をして(ｸﾛｽ･ｽﾄﾚｰﾄ･ﾌｪｲﾝﾄｺｰｽ

への打ち分け)練習 

･ｵｰﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞｻｰﾋﾞｽ（手首を曲げて打つ） 

･ﾌﾛｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（手首を伸ばして押し出すように打つ) 

･相手ﾁｰﾑの選手の中で最も弱そうなところ 

･ｴｰｽｱﾀｯｶｰやｾﾝﾀｰﾌﾟﾚｲﾔｰを狙う（次の動作の妨げ) 

･ｾｯﾀｰの動きを計算して､ｾｯﾀｰがﾄｽを上げにくいところ 

･ﾚｼｰﾌﾞ→ﾄｽ､ﾚｼｰﾌﾞ→ﾄｽ→ｽﾊﾟｲｸ 

･ｻｰﾌﾞﾚｼｰﾌﾞ→ﾄｽ→ｽﾊﾟｲｸ(ｱﾀｯｸﾌｫｰﾒｰｼｮﾝを考えて) 

･ﾛｰﾃｰｼｮﾝ､ｻｲﾄﾞｵｳﾄ制について十分に理解 

･1ｰ5Ｗﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ(ｻｰﾋﾞｽ･ｱﾀｯｸﾚｼｰﾌﾞﾌｵｰﾒｰｼｮﾝの理解) 

Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 

 

 Ａ 

 

 Ｂ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 Ｃ 

 Ｃ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ａ 

 

 

 

 

 

 

ｿﾌﾄﾃﾆｽ 

 

 

 

 

 

歴史と特性 

 

 

 

ﾗｹｯﾄの持ち方 

 

ﾗｹﾃｨﾝｸﾞ 

 

ｻｰﾋﾞｽ 

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｽﾄﾛｰｸ 

ﾎﾞﾚｰ 

基本的技能練習 

 

 

 

ﾀﾞﾌﾞﾙｽのｹﾞｰﾑの

進め方 

競技の進め方 

 

・明治の初期ﾃﾆｽﾎﾞｰﾙの入手が困難なため輸入に頼らな

いですむﾎﾞﾑﾎﾞｰﾙの考案により軟式ﾃﾆｽが誕生 

平成４年名称が軟式ﾃﾆｽよりｿﾌﾄﾃﾆｽとなった 

ﾀﾞﾌﾞﾙｽ主体であること 

・ｳｴｽﾀﾝｸﾞﾘｯﾌﾟ（地面において上から握る) 

・ｲｰｽﾀﾝｸﾞﾘｯﾌﾟ（地面に直角に立てたﾗｹｯﾄ上から握る) 

・ﾎﾞｰﾙつきｳｫｰﾐﾝｸﾞｱｯﾌﾟｹﾞｰﾑ､ﾎﾞｰﾙつきﾗﾘｰｹﾞｰﾑ 

・ﾎﾞﾚｰのﾗﾘｰｹﾞｰﾑ 

・確実性のあるﾌﾟｯｼｭｻｰﾋﾞｽ､ｱﾝﾀﾞｰｻｰﾋﾞｽの練習と習得 

・ﾌｫｱﾊﾝﾄﾞのｱﾝﾀﾞｰｽﾄﾛｰｸ､ﾊﾞｯｸﾊﾝﾄﾞのｱﾝﾀﾞｰｽﾄﾛｰｸ 

・ﾌｫｱﾊﾝﾄﾞﾎﾞﾚｰ（面の使い方は基本的に扇形) 

・素振り(ﾊﾞｯｸ､ﾌｫｱ) 

・ﾈｯﾄ打ち(ﾊﾞｯｸ､ﾌｫｱ) 

・ﾊｰﾌｺｰﾄを使っての乱打 

・3ｺｰｽ（正ｸﾛｽ､ﾐﾄﾞﾙ､逆ｸﾛｽ)での乱打 

・雁行陣(1人が前)での作戦 

・並行陣（２人とも後ろ)での作戦 

・ｻｰﾋﾞｽｻｲﾄﾞの決定、試合の開始､ｻｰﾋﾞｽ､ﾚｼｰﾌﾞ 

・ｹﾞｰﾑの取り方､ｻｰﾋﾞｽとｻｲﾄﾞの交替 

Ａ 

 

 

 

 Ａ

  

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ  

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ａ 

  



 

 

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実技 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 

 

 

 

･ﾗｹｯﾄ遊び 

 

 

･ｻｰﾋﾞｽ 

 

 

 

･ｼｮｰﾄｻｰﾋﾞｽに対 

する対応 

･ｽﾄﾛｰｸの練習 

 

 

 

･ﾗｹｯﾄﾜｰｸとﾌﾗｲﾄ 

の練習 

 

ｲｰｽﾀﾝｸﾞﾘｯﾌﾟで(ｿﾌﾄﾃﾆｽﾎﾞｰﾙつき､卓球の球の連続打ち 

上げ､ｼｬﾄﾙの連続打ち上げ､壁打ち､ｼｬﾄﾙ拾い､ｼｬﾄﾙ受け 

《空中で受ける》) 

ﾛﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ(ｼﾝｸﾞﾙｽでよく使われること、相手ｺｰﾄ奥深 

くにしっかりとｼｬﾄﾙをﾋｯﾄする) 

ｼｮｰﾄｻｰﾋﾞｽ(ﾌｫｱﾊﾝﾄﾞ･ﾊﾞｯｸﾊﾝﾄﾞ:ﾈｯﾄすれすれに越え､ｼｮｰ 

ﾄｻｰﾋﾞｽﾗｲﾝの近くに落とす) 

ﾌﾟｯｼｭ(ﾌｫｱﾊﾝﾄﾞ､ﾊﾞｯｸﾊﾝﾄﾞ) 

素振り､ｼｬﾄﾞｳﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ(ﾌｯﾄﾜｰｸとｽﾄﾛｰｸの組み合わせ) 

ﾉｯｸ形式の練習(ﾊﾞｯｸﾊﾞｳﾝﾀﾞﾘｰ上に置かれた箱を狙って 

返球する) 

ｸﾘｱｰの打ち合い   ﾄﾞﾗｲﾌﾞの打ち合い 

ﾊｲｸﾘｱｰ（できるだけ高く遠くに打つｼｮｯﾄ) 

ﾄﾞﾘﾌﾞﾝｸﾘｱｰ(ﾋｸﾘｱｰ)よりも低く打つ攻撃的なｼｮｯﾄ) 

ﾛﾌﾞ(ﾈｯﾄ際から大きく打ち上げるﾘﾌﾄ) 

ｳｨｯﾌﾟ(ﾈｯﾄの高さくらいから小さなﾓｰｼｮﾝで打つ低くて 

ｽﾋﾟｰﾄﾞのあるﾘﾌﾄ) 

ﾄﾞﾛｯﾌﾟ(ﾈｯﾄより離れたところからﾈｯﾄ際に打つｼｮｯﾄ) 

ﾄﾞﾗｲﾌﾞ（床と並行でﾈｯﾄすれすれに打つｼｮｯﾄ) 

ｽﾏｯｼｭ（高い位置から直線的にたたきつけるｼｮｯﾄ) 

ﾍｱﾋﾟﾝ(ﾈｯﾄ際から相手ﾈｯﾄ際に打つｼｮｯﾄ) 

ﾌﾟｯｼｭ(ﾈｯﾄの高さ近くから相手ｺｰﾄに押し込むように打 

つｼｭｲｯﾄ) 

Ａ 

 

 

 Ａ 

 

 Ａ 

 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 

･基本技能の習熟 

 

 

 

 

･ﾉｰﾏｰｸの理解 

 

ﾋﾟﾎﾞｯﾄ＆ﾋﾟﾎﾞｯﾄ･ﾀ

ｰﾝ 

ﾎﾟｽﾄﾌﾟﾚｲ 

 

 

ｽｸﾘｰﾝﾌﾟﾚｲ 

 

ﾃﾞｨﾌｴﾝｽ(個人) 

 

 

 

ﾃﾞｨﾌｴﾝｽ(ﾁｰﾑ) 

 

連携ﾌﾟﾚｰ 

ｹﾞｰﾑ再開の方法 

 

 

審判とｹﾞｰﾑ 

･ｼｭｰﾄ（ﾌﾘｰｼｭｰﾄ,ﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞから･ﾊﾟｽからのｼｭｰﾄ､ﾄﾞﾘﾌﾞﾙか

らのﾚｲｱｯﾌﾟｼｭｰﾄ､ﾄﾞﾘﾌﾞﾙからのｼﾞｬﾝﾌﾟｼｭｰﾄなど) 

･ﾊﾟｽ(ｸｲｯｸﾊﾟｽ、四角ﾊﾟｽ､三角ﾊﾟｽ) 

･ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ(ﾌﾛﾝﾄﾁｪﾝｼﾞから･ﾋﾞﾊｲﾝﾄﾞｻﾞﾊﾞｯｸﾁｪﾝｼﾞから･ﾚｯｸ

ﾞｽﾙｰﾁｪﾝｼﾞから･ﾊﾞｯｸﾛｰﾙﾁｪﾝｼﾞから) 

･自分とﾎﾞｰﾙの間の空間 ･自分とﾃﾞｨﾌｪﾝｽの間の空間 

･ﾃﾞｨﾌｴﾝｽの背後にﾉｰﾏｰｸの空間がある 

･ﾎﾞｰﾙをｷｰﾌﾟするときのﾋﾟﾎﾞｯﾄ ･ﾋﾟﾎﾞｯﾄからのｼｭｰﾄ 

･ﾋﾟﾎﾞｯﾄﾀｰﾝからのｼｭｰﾄ ･ﾄﾞﾘﾌﾞﾙを始める時のﾋﾟﾎﾞｯﾄ 

･制限区域内でｺﾞｰﾙを背にしてﾎﾟｼﾞｼｮﾝをとるﾌﾟﾚｲﾔｰ： 

ｵﾌｪﾝｽにおいてﾎﾟｽﾄﾌﾟﾚｲﾔｰを使っての､縦の展開(ｲﾝ⇔ｱ

ｳﾄ)や横の展開（左右のｻｲﾄﾞ)の方法を理解する 

･ｽｸﾘｰﾝ（ついたて)ﾌﾟﾚｲの戦術的意味を理解する 

･ｽｸﾘｰﾝの動きを理解する 

･ﾎﾞｰﾙ保持者に対するﾃﾞｨﾌｴﾝｽ 

･動いているとき(ｵﾌｪﾝｽより内側のﾎﾟｼﾞｼｮﾝをとり続け

る、なるべくｻｲｿｽﾃｯﾌﾟでついていくがｽﾋﾟｰﾄﾞが速くな

るとｸﾛｽｽﾃｯﾌﾟでついていく) 

･ﾏﾝﾂｰﾏﾝﾃﾞｨﾌｪﾝｽとｿﾞｰﾝﾃﾞｨﾌｴﾝｽ 

･ｿﾞｰﾝﾃﾞｨﾌｪﾝｽの動きと型(2-1-2,2-3,1-3-1)を理解する 

･ﾊﾟｯｼﾝｸﾞ、２対１､３対２ 

･ｽﾛｰｲﾝによる再開  ･ｽﾛｰｲﾝのやり方 

･ﾌﾘｰｽﾛｰによる再開  ･ﾌﾘｰｽﾛｰのやり方 

･ｼﾞｬﾝﾌﾟﾎﾞｰﾙによる再開 

･ﾊﾞｲｵﾚｰｼｮﾝﾉｼﾞｪｽﾁｬｰ､ﾊﾟｰｿﾅﾙﾌｧｳﾙのｼﾞｪｽﾁｬｰ 

Ａ 

 

 Ａ 

 Ｂ 

 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 Ｂ 

  

 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 

 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

Ｂ 



 

 

                                                                             

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分 
 
 
 
 
 
 
実技 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 ダンス 

･基本の動き 

･群れを生かして 

 

･空間の構成 

 

群れを使って動

く 

 

 

 

 

 

 

･小道具を利用し

ての群れの動き 

･課題による作品 

づくりに挑戦 

 

基本の動きと動きづくりの復習と練習 

動きづくりにﾌﾟﾗｽして､群れの持つ力を生かす 

群れによって更に表現力を高める 

隊形づくり(集合体:１群､２群､３群などのかたまりに

なって､離散:それぞれが思い思いの場所に) 

群れのかけ合い（群れが同時に動く､個人または群れ 

が時間的なずれを作る:静と動･追いかける) 

群で同時に同一方向に 

３群がそれぞれ異なった動きをしながら前の群を追い 

かける 

集合と離散（まわりながら移動し点に集合する､その 

場で思い思いにとぶ､走ってそれぞれ元の場所に離散 

する)   １群から３群へ 

 道具が描く軌跡や模様を楽しみながら､図形を描くよ

うに人と人が移動し、床や空間に楽しい図を描く 

ﾃｰﾏ設定､ｻﾌﾞﾃｰﾏ設定､話し合い(場面の中核の動きをど 

うするか､ｸﾞﾙｰﾌﾟ内の役割分担:伴奏音をどうするか､ 

記録係・群れの構成係､作品全体の時間配分､発表まで 

の時間配分､音楽、衣装について､役割分担)､ｻﾌﾞﾃｰﾏの

動きづくり､ｸﾞﾙｰﾌﾟ間の教え合い､作品づくりと見直し

、踊り込み､発表準備、発表 

Ａ 

 Ａ 

 

 Ａ 
 
Ａ 

 

 Ａ 

 Ａ 

 

 Ａ 

 

 Ａ 

 Ｂ 

 

 Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理論 

 

 

 

 

 

体力づくりﾄﾚｰ

ﾆﾝｸﾞの実際 

 

 

 

･体力ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞの

とらえ方 

･体力ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞの

分類 

 

・体力要素別ﾄﾚｰ

ﾆﾝｸﾞ 

 

 

 

 

 

 

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ計画 

・筋活動からみたﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 

・ｴﾈﾙｷﾞｰ供給様式からみたﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 

・持続性ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 

・ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 

・ﾚﾍﾟﾃｼｮﾝﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 

･ﾚｼﾞｽﾀﾝｽﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 

①ｳｪｲﾄﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ(ﾌﾘｰｳｪｲﾄﾄﾚｰﾆﾝｸﾞとﾏｼﾝﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ･負荷の

 設定法) 

②筋活動力に求められる４つの要素（筋肉つくりと筋

 力つくり､瞬発力のﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､筋持久力のﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ) 

･ｽﾋﾟｰﾄﾞﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 

･全身持久力のﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 

･総合的な体力ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ(ｻｰｷｯﾄﾄﾚｰﾆﾝｸﾞなど) 

ｽﾎﾟｰﾂﾄﾚｰﾆﾝｸﾞの管理ｻｰｸﾙ:計画⇒実施⇒評価⇒見直し 

Ｂ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

 

 

 

  

 Ａ 

 Ｂ

Ｂ 

Ｂ 

 

 

 

感染症と予防 

現代の感染症と

その予防 

 

エイズとその予

防 

・感染症とは何かの正しい理解 

・感染経路を正しく理解し，予防に役立てる 

・一般感染症の予防 

・エイズの正しい理解と性感染症の特徴 

・エイズ及び性感染症の予防 

Ａ 

 Ａ 

 Ａ  

 Ａ 

 Ａ 

ＡＥＤ使用法 ＡＥＤ ・ＡＥＤとは 

・ＡＥＤの必要性と校内及び学校外に設置してある場

 所の確認 

・ＡＥＤの使用方法 

Ａ 

 Ａ 

 

Ａ 

 



  英文法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ   の基礎・基本 

 

１．細目数 

 

２．分類とそれらの内容 

            １／４ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 
区分 

英文Ⅰ 

区分

英文Ⅱ

区分

英文Ⅲ

５文型 SV,SVC, 

SVO,SVOO,SVOC 

５文型の特徴を理解し、正しく分類する

ことができる。 
Ａ Ａ Ａ 

文の種類 平叙/疑問/命令/

感嘆 

平叙/疑問/命令/感嘆の各文の特徴を理

解し、文を作ることができる。 
Ａ Ａ Ａ 

動詞 動詞活用 動詞を正しく活用することができる。 Ａ Ａ Ａ 

現在 現在時制の特徴を理解し、文を作ること

ができる。 
Ａ Ａ Ａ 

過去 過去時制の特徴を理解し、文を作ること

ができる。 
Ａ Ａ Ａ 

時制 

未来 未来時制の特徴を理解し、文を作ること

ができる。 
Ａ Ａ Ａ 

現在 現在進行形の特徴を理解し、文を作るこ

とができる。 
Ａ Ａ Ａ 

過去 過去進行形の特徴を理解し、文を作るこ

とができる。 
Ａ Ａ Ａ 

進行形 

未来 未来進行形の特徴を理解し、文を作るこ

とができる。 
Ａ Ａ Ａ 

現在 現在完了形の特徴を理解し、文を作るこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

過去 過去完了形の特徴を理解し、文を作るこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

基礎 

完了形 

未来 

 

未来完了形の特徴を理解し、文を作るこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

  分  類 Ａ Ｂ Ｃ   細目数計 

英文法Ⅰ １年生（１単位） 基礎 15 7 30 52 

  発展 0 1 15 16 

細 目 数 計 15 8 45 68 

 

  分  類 Ａ Ｂ Ｃ   細目数計 

英文法Ⅱ ２年生（２単位） 基礎 19 33 0 52 

  発展 0 16 0 16 

細 目 数 計 19 49 0 68 

 

  分  類 Ａ Ｂ Ｃ   細目数計 

英文法Ⅲ ３年生（２単位） 基礎 52 0 0 52 

  発展 16 0 0 16 

細 目 数 計 68 0 0 68 



２／４ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 
区分 

英文Ⅰ 

区分

英文Ⅱ

区分

英文Ⅲ

現在 現在完了進行形の特徴を理解し、文を作

ることができる。 Ｃ Ｂ Ａ 

過去 過去完了進行形の特徴を理解し、文を作

ることができる。 Ｃ Ｂ Ａ 

完了 

進行形 

 

未来 未来完了進行形の特徴を理解し、文を作

ることができる。 Ｃ Ｂ Ａ 

助動詞としての

be, have, do 

助動詞としてのbe, have, doを理解し、

使用することができる。 Ａ Ａ Ａ 

can / could,  

may / might, 

must, will,  

would, shall,  

should 

各助動詞の特徴を理解し、正しく使用す

ることができる。 

Ｂ Ａ Ａ 

ought to, used 

to, need, had  

better, dare 

各助動詞の特徴を理解し、正しく使用す

ることができる。 Ｃ Ｂ Ａ 

助動詞 

助動詞+完了形 助動詞+完了形の用法を理解し、正しく使

用することができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

平叙/疑問/否定 受動態の平叙文/疑問文/否定文を作るこ

とができる。 
Ａ Ａ Ａ 

by動作主の省略 by動作主の省略を理解する。 Ａ Ａ Ａ 

群動詞・by以外 群動詞やby以外の前置詞を正しく使用す

ることができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

第4文型 第4文型を受動態にすることができる。 Ｃ Ｂ Ａ 

助動詞 助動詞を含む構文を受動態にすることが

できる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

受動態 

進行形・完了形 進行形や完了形の構文を受動態にするこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

基本3用法 不定詞の基本的な３つの用法を理解し、

分類できる。 
Ａ Ａ Ａ 

意味上の主語 不定詞の意味上の主語を理解する。 Ｃ Ｂ Ａ 

原形不定詞 原形不定詞の構文を作ることができる。 Ｃ Ｂ Ａ 

不定詞の表す時 不定詞の表す「時」を理解する。 Ｃ Ｂ Ａ 

受動態・進行形・

否定 

受動態、進行形、否定を含む不定詞を理

解し、作ることができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

疑問詞+ to do 疑問詞+ to doの用法を理解し、文を作る

ことができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

基礎 

不定詞 

be + to do be + to doの用法を理解し、文を作るこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

形容詞的用法(限

定・叙述) 

分詞の形容的用法(限定・叙述)を理解し、

文を作ることができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

分詞構文 分詞構文の用法を理解し、文を作ること

ができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

 分詞 

 

独立分詞構文 独立分詞構文の用法を理解し、文を作る

ことができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

 



３／４ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 
区分英

文Ⅰ 

区分

英文Ⅱ

区分

英文Ⅲ

基本用法 動名詞の基本的な用法を理解し、文を作

ることができる。 
Ａ Ａ Ａ 

意味上の主語 動名詞の意味上の主語を理解する。 Ｃ Ｂ Ａ 

受動態・否定 受動態、否定を含む動名詞を理解し、文

を作ることができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

動名詞 

不定詞と動名詞 不定詞と動名詞の用法を理解する。 Ｃ Ｂ Ａ 

基本用法 原級/比較級/最上級の用法を理解し、文

を作ることができる。 
Ａ Ａ Ａ 

比較 

重要構文 比較に関する重要構文を理解し、使用す

ることができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

関係代名詞の基

本用法 

関係代名詞 (who, whose, whom,  

which, that) の用法を理解し、使用する

ことができる。 

Ａ Ａ Ａ 

関係代名詞what 関係代名詞whatの用法を理解し、使用す

ることができる。 
Ｂ Ａ Ａ 

前置詞+関係代名

詞 

前置詞+関係代名詞の文を作ることがで

きる。 
Ｂ Ａ Ａ 

関係副詞 関係副詞 (where, when, how, why)の用

法を理解し、使用することができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

制限・非制限用法 関係代名詞の制限・非制限用法を理解す

る。 
Ｃ Ｂ Ａ 

関係詞の省略 先行詞や関係詞の省略を理解する。 Ｃ Ｂ Ａ 

関係詞 

複 合 関 係 代 名

詞・複合関係副詞 

複合関係代名詞 (whoever, whatever, 

whichever) と 複 合 関 係 副 詞

(wherever,whenever) の用法を理解し、

使用することができる。 

Ｃ Ｂ Ａ 

仮定法現在 仮定法現在の用法を理解し、文を作るこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

仮定法過去 仮定法過去の用法を理解し、文を作るこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

仮定法過去完了 仮定法過去完了の用法を理解し、文を作

ることができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

基礎 

仮定法 

慣用表現 仮定法の慣用表現を理解し、使用するこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 
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分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 
区分英

文Ⅰ 

区分

英文Ⅱ

区分

英文Ⅲ

句と節 句と節 句と節を理解し、両者を正しく書き換え

ることができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

等位接続詞 and, but, or, so 等の用法を理解し、正

しく使用することができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

接続詞 

従属接続詞 時、原因・理由、条件、目的等の接続詞

を理解し、正しく使用することができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

前置詞 前置詞 前置詞の意味を理解し、使い分けること

ができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

冠詞 冠詞 冠詞の意味を理解し、使い分けることが

できる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

代名詞 代名詞 代名詞の意味を理解し、使い分けること

ができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

名詞 名詞 名詞の用法を理解し、正しく使用するこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

形容詞 形容詞 形容詞の用法を理解し、正しく使用する

ことができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

副詞 副詞 副詞の用法を理解し、正しく使用するこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

数の一致 数の一致 数の一致を理解し、正しい文を作ること

ができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

同格 同格 同格の用法を理解し、正しく使用するこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

否定 否定 否定の用法を理解し、正しく使用するこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

無生物 

主語 

無生物 

主語 

無生物主をの構文を理解し、正しい文を

作ることができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

話法 話法 話法の用法を理解し、正しく話法の転換

をすることができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

倒置 倒置 倒置の用法を理解し、正しい文を作るこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

強調 強調 強調の用法を理解し、正しい文を作るこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

同格 同格 同格の用法を理解し、正しく使用するこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

否定 否定 否定の用法を理解し、正しく使用するこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

無生物 

主語 

無生物 

主語 

無生物主をの構文を理解し、正しい文を

作ることができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

話法 話法 話法の用法を理解し、正しく話法の転換

をすることができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

倒置 倒置 倒置の用法を理解し、正しい文を作るこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

発展 

強調 強調 強調の用法を理解し、正しい文を作るこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

 



 英語演習ⅠⅡⅢ の基礎・基本 

 

１．細目数 

 分 類 A B C 細目数計 

発音 １５ ２ ２ １９ 

Speech, Speaking ３ ０ ５ ８ 

Listening １ ３ ７ １１ 

英語演習Ⅰ〔１学年（２単位）〕 

表現 １４ ０ ９ ２３ 

細 目 数 計 ３３ ５ ２３ ６１ 

 

 分 類 A B C 細目数計 

発音 １７ ２ ０ １９ 

Speech, Speaking ３ ４ １ ８ 

Listening ４ １ ６ １１ 

英語演習Ⅱ〔２学年（１単位）〕 

表現 １４ ９ ０ ２３ 

細 目 数 計 ３８ １６ ７ ６１ 

 

 分 類 A B C 細目数計 

発音 １９ ０ ０ １９ 

Speech, Speaking ７ ０ １ ８ 

Listening ５ ２ ４ １１ 

英語演習Ⅲ〔３学年（１単位）〕 

表現 ２３ ０ ０ ２３ 

細 目 数 計 ５４ ２ ５ ６１ 

 

 

２．分類とそれらの内容 

分類 項目 細目 理解すべき内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

息の通り道 1-1「ダウン体操」1-2「深呼吸体操」 

1-3「スプーン体操」1-4「のど仏体操」 

ができる。 

A A A 

ハミング発音 

STEP1「音のエネル

ギー」 

 
息の出し方 2-1「息の移動体操」2-2「天井体操」 

2-3「息の上昇体操」2-4「息の下降体操」 

ができる。 

A A A 

ハミング発音 

STEP2「音のための

筋肉」 

口のストレッ

チ 

1-1「スマイル体操」1-2「ほっぺ体操」1-3「鼻

の下体操」1-4「大らっぱ体操」1-5「小らっぱ

体操」1-6「下くちびる体操」1-7「ねずみ体操」

1-8「あごがまん体操」ができる。 

A A A 

発音 

ハミング発音 

STEP2「音のための

筋肉」(つづき) 

 

舌のストレッ

チ 

2-1「アップ体操」2-2「パタパタ体操」 

2-3「スライド体操」2-4「Ｌ体操」 

2-5「舌先体操」2-6「Ｒ体操」 

2-7「Ｒのハート体操」 

2-8「ダウン→Ｒ体操」ができる。 

A A A 
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分類 項目 細目 理解すべき内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

ハミング発音 

STEP3「音の形」 

 

 ①基本の口アップ ②基本の口ダウン  

③らっぱの口アップ ④らっぱの口ダウン 

⑤あくびの口ダウン ⑥三角の口ダウン 

⑦くちぶえの口ダウン ⑧スマイルの口ダ

ウン ⑨ねずみの口ダウン ⑩ハミングの

口ダウン ができる。 

A A A 

母音 母音【a:】【ɔ：】【a】【ʌ】【ə】【ɪ】【ʊ】【e】【i:】

【ӕ】【aɪ】【au】【ɔɪ】【eɪ】【ou】【u:】の発音

ができる。 

A A A 

子音 子音【h】【k】【g】【ŋ】【t】【d】【n】【Ѳ】【ð】

【ʃ】【Ӡ】【ʧ】【ʤ】【s】【z】【f】【v】【p】【b】

【m】ができる。 

A A A 

Ｌの音 【əl】、母音＋Ｌ、子音＋Ｌ、先頭Ｌの発音

ができる。 
A A A 

ハミング発音 

STEP4「音のもと」

 

Ｒの音 【ə：r】、【ər】、アルファベットＲ，子音＋Ｒ、

先頭Ｒの発音ができる。 
A A A 

ハミング発音 

STEP5「音の動き」

アルファベット

(Ａ～Ｚ) 

Ａから順にＺまで発音することができる。 
A A A 

ハミング発音 

STEP6「音の流れ」

文章 文章を、息を切らずに、一息で、一本の線で

結ばれるように発声できる。 
B A A 

マーク１ 

(意味の薄い語が弱

い音となるとき) 

意味の薄い語を弱形で発音することができ

る。  A A A 

マーク２ 

(消える音) 

弱勢がおかれないｈを消去することができ

る。【ʌ】を発話で弱い箇所のときにアクセン

トのないあいまいな【ə】で発音することが

できる。スピードのついた発話で、特に弱い

音節の【ə】を消去することができる。 

A A A 

マーク２・２ 

(聞こえなくな

る音) 

【k】【g】【p】【b】【t】【d】を聞こえなくな

るように発音できる。【t】【d】＋【Ѳ】【ð】

のとき【t】【d】を聞こえなくなるように発

音できる。 

A A A 

マーク３ 

(音の切れ目が

なくなり、つな

がる時)  

隣り合う音をくっつけて別の音に変化でき

る。子音と母音を区切らず連続させて発音で

きる。舌の省エネができる。 
A A A 

ハミング発音 

STEP7「音の変化」

 

マーク２＋マー

ク３ 

(同じ音、似た音

が並んだ場合) 

同じ音、似た音を統合させる感じで発音でき

る。 
A A A 

STEP8「音の強弱」

ハミング発音 

文章 文章を、強弱をつけて発音することができ

る。 
B A A 

暗唱文  暗唱文を正しい発音で読むことができる。 C B A 

発音 

(つづき) 

応用文  どんな英文でも正しい発音で読むことがで

きる。 
C B A 
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分類 項目 細目 理解すべき内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

Self 

Introduction 

(自己紹介) 

 英語で自己紹介できる。 

A A A 

Dialogue 

(対話) 

 英語で相手と対話を発表できる。 
A A A 

Recitation 

(暗唱) 

 英語で暗唱文を発表できる。 
A A A 

Summary 

(要約) 

 英文を読んで自分の英語で要約ができる。 
C B A 

Short Speech  題目を与えられて、短いスピーチを英語で

発表できる。 
C B A 

Following  英文を聞いて、原稿を見ないで後をついて

読める。 
C B A 

瞬間英作  日本文を見て即座に作文できる。 C B A 

Speech, 

Speaking 

応用  英語で言いたいことを話すことができる。 C C C 

Dictation 

(空所補充) 

 テープを聞いて、空所を適語で埋めること

ができる。 
A A A 

実用英語検定 

準２級リスニ

ング大問１(対

話の補充) 

準２級リスニング大問１レベルが理解で

きる。 
B A A 

実用英語検定 

準２級リスニ

ング大問２ 

(対話) 

準２級リスニング大問２レベルが理解で

きる。 
B A A 

実用英語検定 

準２級リスニ

ング大問１(対

話の補充) 

準２級リスニング大問１レベルが理解で

きる。 
B A A 

実用英語検定 

準２級リスニ

ング大問２ 

(対話) 

準２級リスニング大問２レベルが理解で

きる。 
B A A 

実用英語検定 

準２級リスニ

ング大問３ 

(長文) 

準２級リスニング大問３レベルが理解で

きる。 
B A A 

Listening 

(聴解力) 

Comprehension 

(内容理解) 

実用英語検定 

２級リスニン

グ大問１ 

(対話) 

２級リスニング大問１レベルが理解でき

る。 
C C B 
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分類 項目 細目 理解すべき内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

実用英語検定 

２級リスニン

グ大問２ 

(長文) 

２級リスニング大問２レベルが理解でき

る。 
C C B 

TOEIC 

Part Ⅰ (絵を

見ての理解) 

TOEIC リスニング PartⅠレベルが理解で

きる。 C C C 

TOEIC 

PartⅡ 

(対話の補充) 

TOEIC リスニング PartⅡレベルが理解で

きる。 C C C 

TOEIC 

PartⅢ(対話) 

TOEIC リスニング PartⅢレベルが理解で

きる。 
C C C 

TOEIC 

PartⅣ(長文) 

TOEIC リスニング PartⅣレベルが理解で

きる。 
C C C 

Listening 

(聴解力) 

(つづき) 

Comprehension 

(内容理解) 

ドラマの英語 ドラマを鑑賞して、登場人物のせりふを

理解できる。 
C B A 

Survival 

English 

Survival English(生活最低限の英語)が

理解できる。 
A A A 

教室英語 教室英語が理解できる。 A A A 

あいさつ あいさつの表現が理解できる。 A A A 

自己紹介 自己紹介の表現が理解できる。 A A A 

家族・友人・

趣味紹介 

家族・友人・趣味紹介の表現が理解でき

る。 
A A A 

対話(基礎)  

 

故郷紹介 故郷紹介の表現が理解できる。 A A A 

誘う・断る 誘う・断るの表現が理解できる。 A A A 

話題を変える 

興味・関心 

話題を変える・興味・関心の表現が理解

できる。 
A A A 

感謝 感謝の表現が理解できる。 A A A 

対話(感情) 

感情表現 感情表現の表現が理解できる。 A A A 

聞き返す・尋

ねる・頼む 

聞き返す・尋ねる・頼むの表現が理解で

きる。 
A A A 

Directions Directions の表現が理解できる。 A A A 

Shopping Shopping の表現が理解できる。 A A A 

Airport 

-Departure 

Airport-Departure の表現が理解できる。 
C B A 

Airport 

-Arrival 

Airport-Arrival の表現が理解できる。 
C B A 

Telephone Telephone の表現が理解できる。 C B A 

Post Office Post Office の表現が理解できる。 C B A 

Restaurant Restaurant の表現が理解できる。 C B A 

Hospital Hospital の表現が理解できる。 C B A 

Bank Bank の表現が理解できる。 C B A 

Hotel Hotel の表現が理解できる。 C B A 

表現 

対話(場面) 

Reporting an 

Emergency 

Reporting an Emergency の表現が理解で

きる。 
C B A 
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